
関西電力株式会社

高浜発電所第 3号機

使用前検査成績書
―

要領書番号 :療規規I斑第 2011105号 99

成績書管理番号 :01

沸紳今年
'月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名    関薦電力株式会社高浜発電所第 3号機

2検査申請    検査申講一覧表のとおり

成績書管理番号 :01

3絞査期日

4検査場所    使用前検査記録のとおり

5検査実施者  1検査結果T覧表のとおり

6検査結果 
―  検査結果一覧表のとおり

″ 添付資料    使用講検査記録

自 湾i0  2 年 r2 癖  9

至〆筋D3年 ど 月々

日

日

オ



lB舞績書管理番母 :01

検査申請一覧表

関原発第403号 (202o年 11月 10日 )

鶴忠絶坊 移θす.ぎ t抑ゝr寡 工職壮 浮,

検査申諮書番持

(申請年月日)

上記以鋒の変更を検査申請書の変更申請により機認.し表中に適記する。

】
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添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 3号機 使用前検査記録

共通事項
成績書管理番号101

検香年月日:浴和 ″年 Fぞ 戸 ?甲
検 査 場 所 :関藤電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用議検査申請書の確認

記録確認

工事計環注Flの 認可番号の

記載が適切 で ある こ

と。

記録確認

検査をする工事の工

程、期日及び場所が申

請書 どお りであるこ

とこ

記録確認

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること.

備考確認結果確認方法確認事項

モト



添付資料 2-1

関西電力株式会社高浜発電所第 3号機 使用前検査記録

品質管理の方法等に関する検査
成績書管理番 号 101

検査守・月 a i 浴手をゝ 2」手  ,2 月  慮  甲

検 査 場 所 :関 西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

検査結果

法令、規格、工事計函、申請者の規裡

類、申請者の品質記録'及 びエビデンス

が準構されていること。

備 考結 果確認事項

2保 安活動の計画

工事及び検査に係る業務の議,函 として、要求事項及びプ箇セスが規定頼

によ り明確 にされていることを確認 した。

供給者 (調達物品や役務を含む。)の管理方法が規程類に定め られている

ことを確認 した。

品
質
管
理
の
方
法
等
に
関
す
る
所
見

1品質保証の実施に係る組織

工事及び検査に係る必要な人的資源、イ ンフラス トラクチャー及び作業

環境が確保 され、申請者部門蘭及び供給者 との間の責任及び権鰻が規程類

にま り明確 にされていることを確認 した。

設計

`部

門 と各部署の連携及び体需この構築等が規程類によ り明確にされて

いることを確認した。

供給者の選定や管理が規程類に従つて行われていることを確認 した。

総
合
所
見

本検査は、核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設に係る検査であり、品質管理

の方法等に関する事項に従い行われていることを確認するものである。

次回以降の検査においてェ検査の計画及び実施等の状況について確認する。

称巻客も
工事及び検査に係る保安活動が(認可した工事討藤iに 定められた品質管

理の方法等に関する事項に従って行われていること。

検査

結果

子



備  考

5保 安活動の改善

予防処置又は不適合に対する是正処置を通 じて.品 質管理の方法等の継

続的改善が規程類に定められていることを確認 した。

4保 安活動の評価

調達物品や役務、原子炉施設が要求事項 に適合 していることを実証する

ためのプロセスが明確にされ.評価することが規程類に定め られているこ

とを確認 した。

不適合が発生 した場合の処置、供給者か ら申講者への報告についても規

程類に定められていることを時認した。

3保 安活動の実穂

保安活動が設計及び検査計画に従 うて行われることが、規定 されている

ことを確認 した。

工事計画対象設備に係る検査の計画において、抜けなく確認するための

手段及び方法を規程類に定められていることを確認した。

と



添付資料 2-2

F,尋 西電力株式会社高浜発電所第 3号機 使用前検査記録

品質管理の方法等に関する検査
成績書管理番号 101

検査守月日: 溶増)2守  12月  尾日
検 査 場 所 :関内

‐
電力株式会社高浜発電所

使用前検査において確認した関連文書一覧表

l品質保証 に係る組織
・原子力発電の安全に係る品質保証規程

・教育・訓1練通達

`検査・試験通達
。原子力部F弓 における調達管理通達
・要員・組織計画通達
。教含・訊1練要細

・原子力発電所保修業務要綱

・原子力部閣における調達管理要細
。文書・記録管理要細

・文書 。記録管理所達

`監視機器 こ測定機器管理通達

・監視機器 1測定機器および計量器管理所負ll

・保修業務所則
・施設管理通達
。原子力発電所講負工事一般仕様書に関する要細指針

2保安活動の計画
・原子力発電の安全に係る品質保証規程

・検査 。試験通達
・原子力部F身 における調達管理通達

・原子力部開における文書・記録管理通達

・内部コミュニケーション通達
。品質目標通達
C施設管理通達
・不適合管理および是正処置通達

・不適合管理および是正処置要細

・是正処置プログラムに係る要綱
・原子力発電業務要綱

・原子力都Flにおける調達管理要細

・餓1質保証会議運営要網

・品質麟標管理要綱
・文書・記録管理要細
G原子力発電所請負工事 一般仕様書に関する要細指針

・発電所運

備考

7



・品質マネ メ ン システムに係 正処

・文書・記録管理所達
・監視機器 P測定機器管理通達
・監視機器・測定機器および計量器管理所則
e技術業務所則
・原子力発電所保修業務要綱
・原子力発電所保修業務要綱指針
・保修業務所則

3保安活動の実施
・原子力部F月 における調達管理通達
。原子力部門における文書・記録管理通達
。内部コミュニケーション通達

`施設管理通達
・「原子力発電所保修業務要綱

・保修業務所員ll

・原子力部F弓における調達管理要綱
,文書・記録管理要組
,原子力発電所請負工事一般仕様書に関する要綿指針
。原子力発電所設備変更管理要組指針

・原子力発電所保修業務要綱指針

・発電所運営会議所達
。文書 i記録管理所達

・監視機器 `測定機器管理通遠

`監視機器・測定機器および討量器管理所貝ll

・技術業務所員ll

4保安活動の訂価          ド

・原子力発電の安全に係る品質保証規経 !

。データ分析通達
・畠賓風標通達         ィ

・原子力部F月 における調達管理通達
→施設管理通達
・検査・試験通達・不適合管理および是正燿置通達

・不通合管理および是正処置要網・是正処置プログラムに係る要綱

・ディタ分1斥要綱
,品質目標管理要綱

・文書 。記録管理要組 。原子力事業本部他業務委託取扱要組

・原子力部F民 における調達管理要綱
。原子力発電所講負将事一般仕様書に関する要綱指針
こ発電所題営会議所達
・品質マネジメントシステムに係る不適合管理および是正処置所達

・文書・記録管理所達

5保安活動の改善
・データ分析通達
・不適合管理および是正夕とと置通達

・不適合管理および是正処置要綱
・未然防止処置通達
・是正処置プログラムに係る要綱

F



°
ア
~ 夕分析要綱

。発電所運営会議所達

・品質マネジメントシステムに係る不適合管理および是正処置所達

ｎ
ｖ
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添付資料 と

関西電力株式会社高浜発電所第 3号機 使用前検査記録

共通事項
成績書管理番号 i01

篠竜こぴ
′
鼻:畠魅綴式ゑa逸鼻

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

0・記録確認

工事計画の認可番号の

記載が適切で あるこ

とじ

記録確認、

検 査をする工事の正

程,期 日及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。

⑧記録確認

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)力=準備されてい

ること。

備考確認結果確認方法確認事項

rF 
｀



添付資料 2-1

関西電力株式会社高浜発電所第 3号機 使用前検査記録

品質管理の方法等 に関する検査

検査年 月 副

検 査 場 所

成績書管理番号 :01
令和 ど 年  , 月 ′歩 日

関西電力株式会社高涙第亀所

検査前確認事項

検査結果

法令、規格 R工事計画、申請者の規程

類、中請者の品質記録及びエ ビデ ンス

が準 l溝 されて いること。

備 考結 果確認事項

2保 安活動の
「
孝子画

工事及び検査 に係 る業務の計画 として、要求事項及び プロセ スが規定類

によ り明確 にされて いることを確認 した。

供給者 (調 達物品や役務 を含むc)の 管理方法が規種類に定め られている

ことを確認 したも

品
質
管
理
の
方
法
等
に
関
す
る
所
見

と 品質保証の実施に係る組織

工事及び検査 |こ 係る必要な人的資源、イ ンフラス トラクチャー及び作業

環境が確保され、申講者部 F将 聞及び供給者 との間の責任及び権躍が規種類

によ り日月確にされていることを確認 した。

設計部門と各部署の連携及び体制の構築等が規程類によ り明確にされて

いることを確認 した。

供給者の選定や管ユ電が規程類に従つて行われていることを確認 した。

本検査は、核燃料物質の取扱施設及び貯 I畿 施設に係る検査であり、翻1質 管理

の方法等に関する事項 |こ 従い行われていることを確認 した。
総
合
所
見

飛ヽ
工事及び検査た係る保安活動が、認可 した工事計画に定め られた品質管

理の方法等に関する事項に従って行われて lマ るゝこと。

検査

結果判定基準

F>



備 考

5保 安活動の改善

予防処置又は不適合に対する是正処置 を通 じて、品質管理の方法等の継

統的改善が規程類に定め られていることを確田]忍 した。

4保 安活動の評価

調達物品や役務,原子炉施設が要求事項に適合 していることを実証する

ためのプロセスが明権 子こされ、評機することが規程類に定め られているこ

とを確認 した。

不適合が発生 した場合の燿置、供給者か ら申請者への報告についても規

程頼に定め られ、実施 されていることを確認 した。

3保 安活動の実施

保安活動が設計及ぴ検査計画に従うて行われることが、規定 され、実施さ

れていることを確認 した。

工事計画対象設備 に係る検査の計画において、抜けなく確認す るための

手段及び方法を規程類に定め、実施されていることを確認 した。

rど



添付資料 2-2

関西電力株式会社高浜発電所第 3号機 使用前検査記録

品質管理の方法等に関する検査
成績書管理番号 :01

奮観町電縁綴式速匙鼻

使用前検査において確認した関連文書一覧表

1品質保証の実施に係る組織
,原子力発電の安全に係る品質保証規程
i教育・JI練通達

・検査・試験通達
。原子力郡閣|こおける調達管理通達

1要員・組織計画通達
・教育 Ⅲ訓練要綱
と原子力発電所保惨業務要綱

・原子力部「月における調達管理要綱 ヽ

・文書・記録管理要綱
◆文書・記録管理所達
・監視機器・測定機器管理通達

・監視機器・測定機器および計量器管理所則

・保修業務所則
・施設管理通達
。原子力発電所講負工事

=わ
般仕様書に関する要繹指針

2保安活動の計画

・原子力発電の安全に係る品質保証規程
・検査 :試験通達
。原子力部門における調達管理通達
。原子力部悶における文書・記録管理通達

・内部コミュニケーション通達      ・

・品質目標通達                
―

・施設管理通達
・不通合管理および是正処置通達

・不適合管理および是正処置要綱      下

・是正鍾置プログラムイこ係る要綱

・原子力発電業務要綱

・原子力部門における調達管理要細

・品質保証会議運営要綱
◆品質目標管理要綱
。文書・記録管理要細
。原子力発電所講負工事一般仕様書に関する要細指針

・発電所運営会議所達

関連文書の名称挙f

′tr



!品質マネジメントシステムに係る よび是正処

・文書・記録管理所達

・監視機器・測定機器管理通達

・監視機器・測定機器および計量器管理所則

・技術業務所則
。原子力発電所保修業務要細

・原子力発電所保修業務要網指針

・保修業務所則

3保安活動の実施          !
・原子力部調における調達管理通達
。原子力部FRにおける文書 。

護録管理通達

・内部コミュニケーション通達  .
・施設管理通達
。原子力発電所保修業務要細
・保修業務所則         |
。原子力部門における調達管理要綱
a文書 `記録管理要辞当鞘l

・原子力発電所請負工事一般仕様書に関する要細指針
う原子力発電所設備変更管理要細指針

・原子力発電所保修業務要綴指針

・発電所運営会議所達 I
・文書・記録管理所達
・監視機器・測定機器管理通達
。監視機器 ↓測定機器および計量器管理所長ll

Ⅲ技術業務所則

4保安活動の評価
・原子力発電の安全に係る品質保証規程

・データ分析通達

・品質目標通達                 T
。原子力部門における調達管理通達

・施設管理通達
・検査・試験通達・不適合管理および是正処置通達

・不適合管理および是正処置要細 4是正処置プログラムに係る要細

・データ分析要細
・品質周標管理要綱            十
こ文書 ,記録管理要綱・原子力事業本部他業務委託取扱要組
,原子力都門における調達管理要綱

・原子力発電所講負
‐
こ事一般仕様書に関する要網指針

,発電所運営会議所達

'品質マネジメントシステムに係る不適合管理および是正処置所達

・文書・記録管理所達

5保安活董,テの改善
・ディタ分析通達
◆不歯合管理および是正処置通達
・不通合管理および是正処置要綱

・未然防止処置通達
。是正握置プログラムに係る

rす



・データ分析要細
。発電所運営会議所達

|・品質マネジメントシステムに係る不適合管理および是正処置所達

/む
/屋



関西電力株式会社

高浜発電所第 3号機

使用前検査成績書

要 領 書番 号 :原規規収第 20■ 105号 99

成績書管理番号 :03

今和 S年 /月

原子力規制委員会



使鳥前検査成績書

1発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 3号機

2検査申請    検査申請一覧表のとおり

3検査期日 珍んえ年′2月 えθ占自

至浴警 ユ年 /月 /?周

4検査場所    使用前検送記録のとおり

5検査実施者   検査結果一覧表のとおり

6検査結果    検査結果一覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録

成績書管理番号 :03



成績書管理番号 :03

検査申講二覧表

関原発第403号 (2020年 11月 10日 )

検査車講書番号

(申請年月日)

上記以降の変更を検査申請書の変更申請にょり確畠習、し表中に違記する。

2
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添付資料 l

関西電力株式会社高浜発電所第 3号機 使用前検査記録

共通事項
成績書管理番号 103

検査年月日:義無 2年 /′ 月 2,日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

記録穂認

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

と。 |

記録確認

検査をする工事のエ

程、期日及び場所が申

請書どお りである こ

と。

記録確認

本検査に係る使漁前検

査申請書 (変更申請を

含咎。)が準備されてい

ること。

備考確認結果確認方法確認事項

学



添付資料 3-■

関西電力株式会社再浜発電所第 3号機 使用前検査記録

(五号検査)

成績書管理番号 :03

検査年月日:浴みえ 年 /2月 2,日

検 査 場 所 :関西竃力株式会社腐浜発電所

検査前確認事項

記録確認
系統構成が完了し|ていること。

記録確認

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲.測定精度を有してい

ること.               ′

図面等確認必要な図画等が準備されていること。

記録確認申請者の品質記録が準備されていること。

l薦考結果確認方法確認事項

ど
ヒ



添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 3号機 使用前検査記録

(五号検査)

成績書管理番号 103

検査年月日 :Z湧傷 々年 /た 月 2θ 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

備考

e目 視で確認した範囲
｀
:添付資料 3-3参照

記録確認
及

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、絹付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

系統機能検査

・スプレイ検査 (通本検査)

系統性能検査

… 運転性能検査

検査方法検査結果判定基準検査項目

核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設

原子炉冷却系統施設

原子炉格納施設              ナ

使用済燃料貯蔵槽冷却浄化設備

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

黙気タービンの附属設備

歴力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)

可搬設備  ポンプ (送水車l、 主配管、スプレイ今ッダ

別添 1参照

検 査 対 象

`



添付資料 3-3

関西電力株式会社高浜発電所第 3号機 使漁前検査記録

(五号検査)

(立会検査)

成績書管理番号 :03

検査年月日 :今孝クえ 年 /2月  2つ 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

備考

*l

*2
判定基準 : 容量||ボ/h/個以上、吐農圧力■ 郎tPa以上

別添2の範囲について確認

目視報

史吐出圧力 (MPa):

系統性能検査

・運転性能検査■

可搬型

・ポンプ(送水車)

。主配管

・スプレイヘッダ

容量 (ボ/h/個)i

え
系統機能検査

・スプレイ検査

(通水検査)

検査方法検査結果測定値等項 目検査対象設備名

?



関西電力株式会社高浜発電所第 3号機

検査用計器一覧表

添付資料3-4

使 用 前 検 査 記 録

成績書管理番号 :03
機査年月日 二強氣 2年 /Z tt Zο 日

以下余白

運転性能検査 流量計
2019,6,5

2022,6.4

運転機能検査 圧力計
2019.6.5

2022,6.4

検査用計器検査項目 測定範囲管理番号 測定精度 構考
校正年月日

有効期限

7



核燃料物質の験披施設及C既触

加匠水型発電用原子炉施設に係るものにあつては、次の事項

4 使用満燃料賄艤贈冷却浄化設備に係る次で″騨 貢

(2)ポンプのみ称、種類、容量、場響よは吐出歴力、最高使用圧力、

及び取付箇所並びに原動機の種類t出力、個数及び取付箇所

・ 可搬型

男町添 1(1メ7)(令イロ2年 12月 20日 )

最高使用温度、主要寸法、材料、個数

(工事の言1画の認可 容磁解班 19口 誌口r)

(1/2)

9

個 数

ポ
ン

プ

ケ シ ン グ
材
料

mlヽ笙車 両 高 さ

主
要
寸
法

mm車  麟, 全  幅

mm車 両 全 長

m照一凸 さ

醸隠横

m船た て

mm吐  出  疇 径

mm
"及
 込  囲 径

℃最
‐
高 使 用 温 度 くとか

MPa

MPa

吐 出 産 が 注労

最 高 使 用 圧 が :り

置3/h/個容 歯監(虚 2)

うず巻形種 類

送水車 l注 :〉

名 称

変 更 後変更前
‐本 _^______^__ _._!__

―――‐_.二
二二_‐―̂ _

次ページに統く



ポンプを開 じ取 付 箇 所

療
動
機 2個´ 数

147kW/個出 カ

ディーゼル機関種 類

取 付 歯 所

ポ

ン
プ

変 更 後変更説

(注 1)

(注 2)

(注 3)

(注 4)

(注 5)

(と16)

(注 7)

(注 8)

(注 9)

別添 1(2/7)(令 和 2年 12月 20日 )

(2/2)

原子炉冷却系統施設の うち非常用炉心冷却設備その他原 子炉注永設備、原 子炉冷却系綻

施設の うち蒸気タエ ビンの鯖島設備及 t肝原子炉格納施設の うち圧力低減設備その他の安

全設備 (機納容器安全設備)と 兼用         Ⅲ

重火事故等時における1丈 用時の値

使用済燃料貯歳槽冷輝浄化設備 (使用済燃料 ピッ トヘ♂)注水)で使用する場合の値

原子療冷却系統施設の うち非常用炉心冷却設備そσ)他原子炉注水設輔で使サΠする場合 rフ9

値  、

原子炉格納施設の うち圧力低減設備そイ′,他σ)安全設備 (格納容器安全設備)で捜斉iす る

場合 r′)値

原 了‐炉冷却系縦施設のうち蒸気ター どンrノジ購属設備で使用する場合 (/)値

公称値

使用済燃料貯蔵構冷真
'浄

f也設備 (彼チH済燃料 ピント′＼のスプレイ)で随用する場合の値

アウ トジガ餓入張∵lttlノ)車両41冨

次バージに続く

′θ



別添 1(3/7)(令和 2年 12月 20日 )

以下の設備は、斑存の 1母機設備であり、本五事計画で 1号機、 2号機、 3号機及

び 4号機共用とする。

・ 可搬型

送水車 (1号機設機、 1・ 2・ 3・ 4号機共用)。け

(注 1)原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷難繊備その他原子炉逮水設備、原
′
子炉冷輝系統施設のうち燕気タービンの附属設備及ぴ原子炉格納施設のう

ち歴力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)と兼用

′′
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添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 3号機 使用前検査記録

共通事項
成績書管理番号 :03

検査年月日:赫 えて年 メえ月 ええ羽

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項 t

使用前検査串講書の確認

①―記録確認

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

と。  十

Q―記録確認

検査 をする工事のエ

程、期日及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。

⑬―記録確認

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更串講を

含む。)。 が準備されてい

ること6

備考確認結果確認方法確認事項

′′



添付資料 3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 3号機 使用前検査記録

(五号検査)

歳績書管理番号 i03

検査年月日 :芝》修2年 メえ 月 えた 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査講確認事項

υ
記録確認、系統構成が完了していること。

記録確認

検査用討器が校正されており有効理限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

図画等 雀ヽ認必要な図面等が準備されていること。

記録確認中請者の品質講録が準備されていること,

備考結果確認方法確認事項

ノ9



添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 3号機 使用前検査記録

(五号検査)

成績書管理番号 :03

検査年月日 :施魚 ′ 年 /え 月 2え 日

検 査 場 所 :闘西電力株式会社高浜発電所

検査結果

:目視で確認した範整轟:添付資料 3-3参照

備考

系統機能検査

・スプレイ検査

(状態確認検査)

設r篤
‐
及び機器が工事計画に従い製作

され,据付けされ 所ヽ定び,性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

検査項目 検査結果 検査方法

核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設

原子炉冷却系統施設

原子炉格納施設

使用済燃料貯蔵槽冷却浄化設備

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備 ィ

蒸気タービンの船属設備     V
圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)

可搬設イ薄  スプレイヘッダ

別添 1参照

とつ



添付資料 3-B

検査結果

関西電力株式会社高浜発電所第 3号機 使用前検査記録

(五号検査)

(立会検査)

成績書管理番号 :03
検査年月日 :かん 2年 /2月 え2日

検 査 場 所 :関西篭力株式会社高浜発電所

備考

*:使用済燃料ピウト模擬範囲内にスプレイされているととを確認した。

(別添 2参照)

目視
声く́

系統機能検査

・スプレイ検査

(状態確認検査)

可級設備

・スプレイヘッダ

(文 5.29653)

検査方法検査結果測定値等  、項 目検査対象設備名

と,
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添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 3号機 使用前検査記録

共通事項
成績書管理番号 i03

検査年月日 :″頚静ユ怠 年  ノ 月 ノタロ

検 査 場 所 i関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の石雀認

廷動・二記録確認

工事計画の認、再番号の

記載が適切で ある こ

と。

Q,一
記録確認

検査 をする工事のエ

程、期日及び場所が申

講書 どお りであるこ

と。

9・

―記録確認

本検査に係る使用講検

査中請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。     ヽ

備考確認結果確認方法確認事項

をク



関西電力株式会社高浜発電所第 3号機

(五号検査)

(

添付資料3-1

使用前検査記録

成績書管理番号 :03
検査年月日ツ多砕S年  ノ 月 ィタ 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

Q―@
鰤

系統構成が完了していること。

0-記録確認

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。      ・

Θ・一図面等確認必要な図画等が準備されていること。

Θ・一記録下復認申請者の品質記録が準備されていること。

備考結果確認方法確認事項

之声



検査結果

添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 3号機 使用前検査記録

(五号検査)

成績書管理番号 i03
検査年月日 :彿 ∂ 年 ノ 月 ノ7目
検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

l庸考

・記録確認は、工事計画に基づき申講者が行った試験・検査の品質記録 (※ )による。

X適合性確認験査成績書の識脚番号 :T3-2牛 4‐ 3-1201、 T3-2牛牛3-0601(その 1)

露視

罠

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

系統機能検査

・通アk検査

・スプレイ検査

系統性能検査

・運転性能検査

検査方法検査結果判定基準検査項目

核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設

原子炉冷却系統施設

原子炉格納施設

使用済燃料貯蔵槽冷却浄化設備

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

蒸気タービンの附属設備

屋力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)

可搬設構  ボンプ(送水車)、 花配管、スプレイヘッダ

 ヽ   別添1(1/1iか ら7/Hま で)参照

検 査 対 象

L9



検査結果

関西電力株式会社高浜発電所第 3号機

(五号検査)

添付資料 3-2

使用前検査記録

成績書管理番号 :03
検査年月日:/与静θ 年 ノ 月 ノタ 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行った試験 。検査の品質記録 (※)による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :T3-2牛牛8-0602、 T3-24-4-3-0601(そ の2)

・目視で確認した範囲 :添付資料 3-3参照

Φ
夜

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、掘付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

系統性能検査

・容量確認検査

検査方法検査結果判定基準検査項目

その他発電用原子炉の附属施設              、

非常用電源設備

補機駆動用燃料設備 (非常用電源設備及び補助ボイラーに係るものを除く。)

燃料設備

容器                          '
房ll添 1(8/Hか ら 11/1と まで)参照

検 査 対 象

さθ



検査結果

添付資料 3-3

積西電力株式会社高浜発電所第3号機 使用前検査記録
(五号検査)

(立会検査)
・      ′ !      '   成績書管理番号 103

検査年月日 :′つ和 心年  ノ 月 ノρ 騨

検 査場 所 :関西竃力株式会社高浜発電所

備考

■
9/甲以上*と  判定基準 : 容量

*2 男11添 2参照

目視
42

以下余白

孜

容量 (9/個):

系統性能検査

・容量確認砕父査

送水車燃料タンク

(猟11)

検査方法検査結果測定値等項 目検査対象設備名

きメ



添付資料 3i4

関西電力株式会社高浜発電所第 3号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表
成績善管理番号 :03
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別添 1(1/11)(令和 3年 1月 19日 )

靱 鮮 彬 度 の璃 閉 翻 吸 研 騨 簸 穀

加圧水型発電l祠原子炉施設に係るものにあつては、次の事項

4 使用携燃料貯蔵槽冷却粋イヒ設備に係る次の事項

(2)ポンプの名称t種類、容量、揚程又似吐襲圧力、最高使用圧力、最高使用温度、主要〔
1‐法、材料、個数

及び取付箇所並びに原動機の種類、出力、1司数及び取付箇所

・ 可搬型

(五事の計画の認H 衡 躍機 月19爾 認匈rl

(1/2)

ヶ ― シ ン グ

車 両 高 さ

車  藤i 全 幅

革 雨 往 長

吐  出  1耳  径

主
要
寸
除

吸  込  日 径

最 高 使 用 温 度 く暮傷

母と 出 圧  力警
労

】零ビ高 使 用 圧 が 注分

ma/h/増弱

うず巻r′′

変更訂i 変 更 後

次ページに続く

θ3



ポ ンプ と同 じ取 付 箇 所

原
動
機 2布日 数

147にW/Fttl盛 カ

ディーゼル機関種 類

取 付 観 所
ポ

ン
プ

変 更 後変更議
――………___、 す―‐_^^_i .～

_ド ‐ヽ―__～

(注 1)

(桂 2)

(施 3)

(注 4)

(注 5)

(注 6)

(注 7)

(注 3)

(注 9)

別添 1(2/■)(令和 3年 二月 19日 )

(2/2)

原 炉々冷簿系統施設の うち非常用炉 |ヽ冷却設備その色原 予炉注永設備、原 子炉冷却系統

施設の うち泰気夕‐ どンの附属設備及ぴ原子炉格絡施設の うち江力低減設備その他σ)安

全設備 (繕綿容器安全設備)と 兼用    `

重人事故等時における使用時の値

使用済燃料飾ュ職槽冷簿浄rヒ設備 (使用済燃料 ピッ トヘのイii水 )で使用する場合 rォ)値

原子静
~冷

却系統施設のうち非常用粋
~心

冷却譲研fそ の他原子輝注永設備で使用する場合の

値                        ′

原子炉絡繰施設の うち圧力低減設備その他 rブ )安 全設備 (格み占l容器安全設備)で使用する

場合の値

原子炉冷去房系統施設のうら蒸気ター ビンの卜争争属設備で使用する場合の値

公称値       、

使 lttl済燃料貯蔵榊冷却浄イ七設鱒 (使用満燃料 ピッ トヽ のスプレイ)で使用する場合の1直

アウ トジガ駿入張盛時¢)車 直全1属

e/



男l'添 1(3/■)〈令和 3年 1月 19日 )

(工事の麺 輔 可 令r「E年2月 19日認弱

以下の設備は、既存の 1号機設備であり、本工事計画で 1'機、 2号機、 3号惑機及

び 4号機共用とする。

・可搬型

送水車 (1号機設備、 1・ 2,3・ 4号機共用)はゆ

(注 1)療予炉冷去F系統施設のうち非常用炉心冷去碑設備その他原子炉注水設備、療

子炉冷去「系統施設ブ)う ち蒸気タービンの附属設備及び原子炉格納施設のう

ち圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)と兼用

せ
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遭 郭 牌 奮 畔 じ （ ↓ 営 蛛 習 れ ‘ Ш ）
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別添 1(10/11)(令和 8年 1月 19日 )

6 補機騨動用燃料設備 (夢倖常痛電源設備及ぴ補助ボイラーに係るものを除く。)

1 燃料設備に係る次の事項

(2)紳 名称、種類、容量 最高使用チ登力(最
~敲

用般 、主鞘 、材料、個数及〔〆取

イ輸

(工事の計画の認可 令和2年2月 19周認動

・耳搬翌

(注 と

'送
水事の猾付属機器である。

(注2)重大事故等時 tこ おける使用時の値

(注3)公称値

(注 4)送水車よ台当た りの個数を示す。

取 付 箇 所

個 数

材 準

“

mal高 さ

主
要
寸
法

舶 豊機

mmた て

℃最 高 使 用 温 度 (渡!

最 高 使 用 圧 力
(注 2)

″個容 量
(注埒

種 類

送水車燃料 タンク (往 い
名 称

変 更 後変 更 前

″2



月孵飛1(11/11)に彰帥3年 二月 19日 )

(工事の言r面の認可 令和歩躍月19日 謎け

以下の設備は、既存の 1号機設備 であ り、本工事計画で 1号機 、 2号機 、 3号機及

び 4号機共漏とす る。

・可搬聖

送永車燃料タンタ (1号機設備、 と '2・ 3・ 4号機共用)

″ど



丹嗜i恭 2←舒不H3寄三1月 19国 )

容量確認検査

″笠/澄



関西電力株式会社

高浜発電所第 3号機

使用前検査成績書

要領 書番 号 :原規規収舞 2011105号 99

成績書管理番号 104

分んど年ご月

原子力規制委員会



ノ

使用前検査成績書

1発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 3号機

2検査申講  :  検査申請∵覧表のとおり

3検査期日 舎角え年/え 角/F日自

至 分糸,こ 準゛月

'7日

4検査場所    使用前検査記録のとおり

5検査実施者  ィ検査結果=覧表のとおり

6検査結果   「検査結果す覧表のとおり

7添付資料    使用講検査記録

成績書管理番号 :04

r



威縦書管理番号 ェ04

検査申講一驚表

B電原発第403号 (2020年 二1月 10日 )

脚籐霧歩層常2学′4,瑠痢 ジ、

検査申鑽鶉

(申請年月日)

上記以降の変更を検査申驚書の変更申請tこ より確認じ表中に進縄する。

2
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添付資料 1

調西電力株式会社高浜発電所第 3号機 使用前検査記録

共通事項
成績書管理番号 104

検丞年月日:灌ン修Z年 /Z月 /彦 日

検 査 場 所 :関西篭力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査串請書の確認

記録確認

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

と。

記録確認

検査 をす るこ事 の工

程、期日及び場所が申

請書 どお りで ある こ

と。

記録確認,

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申講を

含む。)角 準`備されてい

ること。

備考確認結果確認方法確認事項

4



関西電力株式会社高浜発電所第 3号機

(五号検査)

添付資料3-1

使用前検査記録

成績書管理番号 :04

検香年月日:盛熟み年ノえ角/P目
検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

立会/

録系統構成が完了していることと

記録確認

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること.

図面等確認必要な図画等が準備されていること。

記録確認申請者の品質記録が拳捕されていること。

備考結果確認方法確認事項

す



関西電力株式会社高浜発電所第 3号機

(五号検査)

添付資料8-2

使用前検査記録

成績書管理番号 :04

検査年月日i浴
.ん

二年 /2月 ノ▼ 日

検 査 場 所 :関西亀力株式会社高浜発電所

検査結果

備考

・記録確認は、工事計画に基づき輩講者が行った試験・検査の品質記録 (※ )による。

※ 適合性確認検査成績書の講別番号 :

Tユ ー24-4二 1工 0601(そ の 1)、

■3-24-4-1-0601(そ の 2)、

T3-24-4=と =0601(そ の 3)、

T3-24-4-1-1201(

霞視

え
設備及び機器が工事計L百1に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

総合設備検査

(検査記録の権認検査)

.(別添 1参照)

検査方法検査結果判定基準検査項目

那1添 1のとおり

検 査 対1象

う
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添付資料 l

関西電力株式会社高浜発電所第 3号機 使用前検査記録

共通事項
成績書管理番号 104

検査年角日 :猿コ跡こ| ぎ 月 ′π 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査講権認事項

使漁紳検査申請書の確認

記録確認

工事計画の認可番号の

記載 が適切で ある こ

と。

記録確認

検査 をするこ事の五

程、期日及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。

記録確認

本検査に係る使用前検

査申語書 (変更中請を

含む。)海ミ準備されてい

ること。

l薦考確認結果確認方法覇雀認事項

B



添付資料 3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 3号機 使用前検査記録

(五号検査)

成績書管理番号 :04

検査年月自 :Z勘傷3年 ゛ 月 ′7白
検 査 場 所 :B轟西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

臨系統構成が完了していること。

良記録確認

検査黒計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

園藤i等確謎必要な図面等が準備されていること。

記録確認申請者の品質記録が準備されていること。

l篇を結果確認方法確認事項

T



検査結果

関西電力株式会社高浜発電所第 3号機

(五号検査)

添付資料 3-2

使用前検査記録

成績書管理番号 :04
検査年月目 :嵯無 3年 ぜ 月 /7日
検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行った試験・検査い品質記録 (※ )

※ 適合性確認旗査成績書の識別番号 二

T3-24-4-3-060と (その 1)、

T3-24二 4-3-0601(そ の 2)、

T3-24-4-5-0606、
T3-24-4-5-1208

による。

※と 保管場所確認検査について、立会実施。

農
設備及び機器が工事計画に従い製作

され、標付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。     
′

総合設備検査

(検査記録の確認検査)

(別添 と参照)

検査方法検査結果準↓定基準検査項目

摩,添 1の とおり

検 査 対 象

/θ
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汚叫添 と (3/3)
別紙

兼用設備一覧表

燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設

原子とか
~格

納施設のうちに力低減設備その他の安全設

鱒 (格納容器安全設備)

使用済燃料貯蔵槽冷却浄化設備

主配管

放水砲 (1・ 2・ 3・ 4号機共用 )

原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その

原子炉冷却系統施設の ち タービンの船腐設備

原子炉格納施ヨ設の ち屋力低減設備その他の安全設

備 (格納容器安全設備 )

使用済燃料貯蔵植冷却浄化設備

主配管     I
送水車送水用 50樋 ホ~ス

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設

備 (格納容器安全設備)

使用済燃料貯蔵槽冷却浄化設l熊

ポンプ

送永車

原子炉冷却系統施設のうち蒸気タービンの附椰設備

原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その

他原子炉注水設備

兼用する設備主たる機能に関係する設備

r、デ/a



1関西篭力株式会社

高浜発電所第 3号機

使用前検査成績書 :

要領 審番 号  :原競規収第 201と 105号 99

成綾書管理警号 :05

特瀞 さ年 a月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第3号機

2検査申請    検査申請工覧表のとおり

急検査期日    自/碁浄 θ 年 ゛ 角 ノど日

至全紳 o年 θ舞ィ手日

4検査場所    使用前検査記録のとおり

5検査実施者   ,検査結果工覧表のとおり

6検査結果    検査鮮E果一覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録

成績書管理番号 105

′

Ｆ

ザ



成絞書管理番号 105

検査申講二麓表

上記以降の変更を検査申請書の変更申縮|こより確認し幾中に追記する。

検査申請書番号

(申請年月日)

房穏療発第403母 (2020年 11月 10掘 )

鰯 み/毒 fZθ2昨 2遠オ聟う

t

え
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添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 3号機 使用前検査記録

共通事項
成績書管理番号 :05

検査年月日:/丼群 Stt d亭 ノど 日

検 査 場 所 i関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認、事項

使用前検査申請書の確認

○ ―記a験確認

工事計画の認百番号の

記載が通切であるこ

と。

0・ 一記録確認

検査 をする工事のエ

程、期日及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。

Qエ記録確認

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

備考確認結果確認方法確認事項

4



添付資料4-1

関西電力株式会社高浜発電所第 3号機 使用前検査記録

基本設計方針に係る検査

成縦書管理番号 i05

検査年月日1冷漁 θ年 le月 ノど日

検 査 場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査講確課事項

Q―
基準適合性を確保するための設計結果と適合

性確認状況一覧表が作成され、申請者の適合

性確認絞査において｀
l嬌れなく確認されている

こと。

⑧ 一中請者の品質記録及びエビデンスが準備さ,れ

ていること。

備考結果確認事項

よ
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成
績

書
等

現
場
確

認
し
た

設
備
等

保
安

活
動

が
基
本
設

計
方

針
に
従

っ
て
行

わ
れ

、
設

備
及

び
機
器

が
基
本
設
計

方
針

に
従

い
製
作

さ
れ

、

据
付

け
さ
れ

、
所
定

の
性

能
を
有

し
て
お

り
、
技
術

基
準

に
適

合
す

る
も
の
で

あ
る

こ
と
。判
定

基
準

筏確
認

結
果



N

核 燃 料 物 賓 の 取 扱 施 設 各 貯 蔵 施 設施 設 名

使
用

済
燃

料
貯

歳

槽
冷

却
浄
化

設
備

機
器
等

の
名

称

(設
備

区
分

)

(7
)水

源

送
水

草
燃

料
タ

ン
ク
ヘ

の
燃

料
補

給
は
、
燃

料
油

貯
油
そ

う
よ

リ
タ

ン
ク

ロ
ー

リ
ー

を
用

い
て
補
給

で

き
る
設

計
と
す

る
。

送
水
車
燃
料

タ
ン
ク
ヘ
の
燃
料
補
給

は
、
燃
料
油

貯
油
そ

う
よ

リ
タ

ン
ク

ロ
エ

リ
ー

を
用

い
て
補
給
で

き
る
設
計

と
す
る
。

確
認
対

象
:

,タ
ン
ク

ロ
ー

リ
ー

(3
・

4号
機

共
用

)

・
タ

ン
ク

ロ
十

リ
ー
給

油
ラ
イ

ン
接

続
用

―
ス

(3
・

4号
機

共
用

)

・
送
水
草
燃
料

タ
ン
ク

mホ

・
タ

ン
ク

ロ
ー

リ
ー

(1
号

機
設
備

Ⅲ 
l1
21
3・

4号
機

共
用

)

・
タ

ン
ク

ロ
ー

リ
ー
給

油
ラ
イ

ン
接

続
用
■

mホ
―

ス
(1
号

樵
設

備
、 
1・

2・
3・

4号
機

共
用

)

・
送
水

車
燃

料
タ

ン
ク

の
機

能
。
性

能
険
査

確
認

し
た

基
本

設
計

方
針

記
録
確

認
し
た
適
合
性
確

認

検
査

要
領

書
、
成
績

書
等

現
場
確

認
し
た

設
備

等
判
定

基
準

確
認

結
果

郭 禽 輝 華 ヽ ｒ ］ （ 中 ＼ 式 ）



b/
o

原 子 炉 冷 却 系 統 施 設 蒸 気 タ I ビ ン を 除 く ご施 設 名

非
常

用
炉

心
冷

却

設
備

そ
の

他
原

子

炉
注

水
設

備

機
器

等
の

名
称

(設
備

区
分

)

確
認

し
た

基
本

設
計

方
針

:

3.
非

常
用

炉
心

冷
却

設
備

そ
の

他
原

子
炉

注
水

設

備 5.
8.
1 

仮
設

組
立

式
水

槽
へ

の
供

給

送
水

車
燃

料
タ

ン
ク
ヘ

の
燃

料
補

給
は

、
燃

料
油

貯
油

そ
う

(「
重

大
事

故
等

時
の
み

3・
4号

機
共

―

用
」
、
r4
号

機
設
備

、
重
大
事
故
等
時

の
み

3・
4‐
号

機
共

用
1(
以

下
同

じ
◆
))
よ

リ
タ

ン
ク

ロ
ー

リ
ー

(3
'4
号

機
共
用

(以
下

同
じ
。)
)を

用
い
て
補
給

で
き

る
設

計
と
す

る
。

5.
8,
3 

復
水

タ
ン
ク
ヘ

の
供
給

送
水

車
燃

料
タ

ン
タ
ヘ

の
燃

料
補
給

は
、
燃

料
油

貯
油

そ
う
よ

リ
タ

ン
ク

ロ
ー

リ
ー

を
用

い
て
補

給
で

き
る
設

計
と
す

る
。

確
認
対
象
: 
  
  
  
  
  
 !

i好
鋸

こ
lt
i恩

棚
山

mホ
ー
ス

(8
・

4号
機
共
用

)

,送
水
卓
燃
料
タ

ン
タ

・
タ

ン
ク
ロ
ニ

リ
ー

(1
号

機
設
備

、 
1・

2・
3・

:身
す 夢
娼上

リー
給油
ラ イ
ン 接
続用

|l
mホ

ー
ス

(1
号

機
設

備
、 
1・

2・
3・

4号
機

共
用

)

・
送

水
車

燃
料

タ
ン
ク

の
機

能
・

性
能

検
査

確
認

し
た

基
本

設
計
方

針

T3
-2
4-
4…

3-
06
03

記
録

確
認

し
た

通
合

性
確

認

検
査

要
領

書
、
成

績
書

等

現
場

確
認

し
た

設
備

等

保
安
活
動

が
基

本
設
計
方

針
に
従

つ
て
行
わ
れ

、
設

備
及

び
機

器
が
基
本
設
計

方
針

に
従

い
製

作
さ
れ

、

据
付

け
さ
れ

、
所
定

の
性

能
を
有

し
て
お

り
、
技
術

基
準

に
適

合
す

る
も
の
で

あ
る

こ
と
。

判
定

基
準

ヽ 食確
認

結
果

郭 奪 輝 筆 ふ ― 囀 （ ω ＼ 呵 ）



ヽ

原 子 炉 冷 却 系 統 施 設 蒸 気 タ | ビ ン施 設 名

蒸
気

タ
ー

ビ
ン

機
器
等

の
名
称

(設
備

区
分

)

確
認

し
た
基
本

設
計
方
針

i

l.
4,
1 

復
水

タ
ン
ク
ヘ

の
供
給

送
水

車
燃

料
タ

ン
ケ
ヘ

あ
燃

料
補

給
は

、
燃

料
油

貯
油
そ

う
(「
重

大
事

故
等

時
の

み
3・

4号
機

共

用
J、

「
4号

機
設
備
.重

大
手
故
等
時

の
み

3・
4号

機
共

用
」

(以
下

同
じ
。
))
よ

リ
タ

ン
ク

ロ
ー

リ
ー

(3
・

4号
機

共
用
)を

用
い
て
補

総
で

き
る
設

計
と

す
る
。

確
認
対

象
:

・
タ

ン
ク

ロ
ー

リ
ー

(3
・

4号
機
共

用
)

・
タ

ン
ク

ロ
ー

リ
ー
給

油
ラ
イ

ン
接
続

用
||
五

ホ

ー
ス

(3
・

4号
機

共
用

)

・
送
水
車
燃

料
タ

ン
ク
  
!

・
タ

ン
ク

ロ
ー

リ
ー

(1
号

機
設
備

ヽ
1ク
・

2・
3・

4号
機
共

用
)

・
タ

ン
ク

ロ
ー

リ
ー

給
油

ラ
イ

ン
接

続
用
|l
mホ

ー
ス

(1
号

機
設
備

、 
1・

2・
3・

4号
機
共

用
)

・
送
水
車
燃
料

タ
ン
ク

の
機
能
・

性
能
検
査

確
認

し
た

基
本

設
計
方

針

T3
…

24
-4
-3
二
〇
60
3

記
録
確

認
し
た
適
合
性
確

認

検
査
要
領

書
、
成
績

審
等

現
場
確

認
し
た

設
備

等

保
安
活
動

が
基
本
設

計
方

針
に
従

っ
て
行
わ
れ

、
設

備
及

び
機

器
が
基
準
設

計

方
針

に
従

い
製
作

さ
れ

、

1据
付

け
さ
れ

、
所
定

の
性

能
を
有

し
て
お

り
、
技
術

基
準

に
適

合
す

る
も
の
で

あ
る

こ
と
。

判
定
基
準

ヽ &確
認

結
果

郭 奪 溢 華 ヽ １ 博 （ ヽ ＼ ミ ）



＼ 、
原 子 炉 絡 納 施 設施 設 名

圧
力
低

減
設

備
そ

の
他

の
安
全

設
備

機
器

等
の
名
称

(設
備

区
分

)

確
認

し
た
基
本
設

計
方
針

|

2.
睡

力
f氏

減
設
備

そ
の
他

の
安

全
設
備

2.
1 

格
納
容

器
安

全
設
備

2.
1.
5 

水
源

(1
)仮

設
組
立

武
水
槽

へ
の
供
給

送
水
車
燃
料

タ
ン
ク
ヘ

の
燃
料
補
給

は
、
燃
料
油

貯了
油
そ

う
(r
重

大
事
故
等

時
の
み

3・
4号

機
共

理
」
、
「
4寺

機
設
備

、
重
大
事
故
等
時
の
み

3・
4号

機
共

用
」

(以
下

同
じ
。
))
よ

リ
タ

ン
ク

ロ
ー

リ
ー

(3
・

4号
機
共
用

(以
下

同
じ
。)
)を

用
い
て
補
給

で
き
る
設
計

と
す

る
。

(3
)復

水
タ

ン
ク
ヘ

の
供
給

送
水

車
燃

料
タ

ン
ク
ヘ

の
燃

料
補

給
は
、
燃

料
油
貯

油
そ

う
よ

リ
タ

ン
ク

ロ
ー

リ
ー

を
用

い
て
補

給
で

き

る
設

計
と
す

る
。

確
認

対
象

i

i多
笠

多
私
こ

竹
こ

基
話

う
存

η
催

線
翼

i■
∴

ホ

ー
ス

(3
・

4号
機

共
用

〉

・
送

水
草

燃
料

タ
ン
ク

・
タ

ン
ク

ロ
ー

リ
ー

(1
号

機
設
備

、 
1・

24
3・

4号
機

共
用

)

・
タ

ン
ク

ロ
ー

リ
ー

給
油

ラ
イ

ン
接

続
用

|■
mホ

エ
ス

(1
号

機
設

備
、 
1'
2・

3・
4号

機
共

用
)

・
送

水
車

燃
料

タ
ン
ク

の
機

能
・

性
伴
ヒ検

査

確
認

し
た

基
本

設
計
方

針

T3
-2
4-
4-
3-
06
08

記
録
確
認

し
た
適
合
性
確
認

検
査
要
領
書
、
成
績
書
等

現
場
確

認
し
た

設
備
等

保
安
活

動
が
基
本
設

計
方

針
に
従

つ
て
行

わ
れ

、
設

備
及

び
機

器
が
基
本
設

計

方
針

に
従

い
製
作

さ
れ

、

掘
付

け
さ
れ

、
所
定

の
性

能
を
有

し
て

お
り
、
技
術

基
準

に
適

合
す

る
も
の
で

あ
る

こ
と
。

判
定

基
準

費確
認

結
果

郭 森 輝 華 心 ― 肖 （ 頓 ＼ ミ ）



＼ ヽ

そ の 他 発 電 用 原 子 炉 の 附 属 施 設 浸 水 防 護 施 設施 と
ん

謀 名

1津
波

に
よ

る
損

傷

の
防

止

機
器

等
の

名
称

(設
備

区
分

)

確
認

し
た
基

本
設

計
方
針

:

1,
津

波
に
よ

る
損
傷

の
防
止

1.
3 

津
波

防
護
対

策

d.
水

位
変

動
に
伴

う
取
水

性
低

下
及

び
津

波
の
エ

次
的
な

影
響

に
よ

る
重

要
な
安

全
機

能
凛

ぴ
重

大
手

故
等

に
対

処
す

る
た

め
に
必

要
な
機

能
へ

の
影

響
防

止

(b
)津

波
の
二

次
的

な
影

響
に

よ
る
海

水
ポ

ン
プ

等
の
機
能

保
持
確

認
  
i

送
水

車
は
.浮

遊
砂

の
混

入
に
対

し
て
取
水

機
能

が
保

持
で

き
る

も
の

を
用

い
る
設
計

と
す

る
。

確
認
対
象

:

・
送
水

車

・
送
水
専

(1
号

機
設
備

、・
1・

2・
34
4持

機
共

用
)

・
送
水
事
送
水
用
|l
mホ

ー
ム

(予
備
含
む

)

の
機
能
・

性
能
検
査
、
状
態
確
認
検

査

確
認

し
た
基
‐ 本

設
計
方
針

T8
-2
4-
4-
3-
06
01
 (
そ

の
1)

記
録
確

認
し
た
適

合
性
確

認

検
査

要
領

書
、
成
績
書
等

現
場

確
認

し
た

設
備

等

保
安
活

動
が
基
本
設
計
方

針
に
従

っ
て
行

わ
れ

、
設

備
及
び
機

器
が
基
本
設

計

方
針

に
従

い
製
作

さ
れ

、

据
付

け
さ
れ

、
所
定

の
性

能
を
有

し
て

お
り
、
技
術

基
準

に
適

合
す

る
も
の
で

あ
る

こ
と
。判
定

基
準

縫確
認

結
果

郭 傘 添 草 心 ― 囀 （ ｏ ＼ 『 ）



ゝ 漁

そ の 他 発 電 用 原 子 炉 の 附 属 施 設 補 機 駆 動 用 燃 料 設 備施 設 名

補
機

駆
動

用
燃
料

設
備

機
器
等

の
名
称

(設
備

区
分

)

確
認

し
た
基
本
設

計
方
針

:

1.
補

機
駆
動

用
燃
料
設
備

送
水
車
燃
料
タ
ン
ク
ヘ
め
燃
料
補
給
は
、
燃
料
油

貯
油
そ
う
よ
リ
タ
ン
ク
歯
―
リ
ー
を
用
い
て
補
給
で

き
る
設
計
と
す
る
。

確
認
対
象

:

・
タ
ン
ク
ロ
ー

リ
ー

(3
・

4号
機
共
用

)

・
タ
ン
ク
ロ
ー
リ =

給
油
ラ
イ
ン接

続
用
|■

mホ

ー
ス

(3
・

4号
機
共

用
)

・
送
水
車
燃
料

タ
ン
ク

・
タ

ン
ク

ロ
エ

リ
ー

(1
号

機
設
備

、 
1・

2・
3・

4号
機

共
用

)

。
夕
)ク

ロ
エ

リ
ー
織

油
ラ
イ

ン
接

続
用
|■

五
本

―
ス

(1
号

機
設
備

、
1・

2・
3C
4号

機
共

用
)

,送
水
車
燃
料

タ
ン
ク

の
機

能
,性

能
検
査

確
認

し
た

基
本
設

計
方
針

T3
-2
4-
4-
3-
06
08

記
録
確

認
し
た
適
合
性
確
認

検
査

要
領

書
、
成
績

書
等

現
場
確

認
し
た

設
備
等

保
安

活
動

が
基

本
設

計
方

針
に
従

っ
て
行

わ
れ

、
設

備
及
び
機
器
が
基
本
設
計

方
針

に
従

い
製
作

さ
れ
、

据
付

け
さ
れ
、
所
定
の
性

能
を
有

し
て
お

り
、
技
術

基
準
に
適
合
す

る
も
の
で

あ
る
こ
と
も

判
定

基
準

捜確
認

結
果

郭 奪 漆 華 ト ー 円 （ Ｎ ＼ ミ ）


